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研究成果の概要（和文）：本研究では、ニホンジカの不嗜好性植物が生態系保全に果たす役割と

その緑化材料としての有用性について検討すると共に、不嗜好性植物を用いた緑化手法の開発

を行うことを目的とした。ニホンジカが高密度に生息する地域で不嗜好性植物の調査を行った

結果、様々な種類の不嗜好性植物が緑化材料として有用であることがわかった。また、不嗜好

性植物を用いた緑化試験の結果、種子・胞子の播種による緑化は非常に困難であるが、苗の移

植による緑化は比較的容易であることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to determine the role of plant species 
with anti-deer herbivory strategies for conservation of ecosystem and the methods of 
revegetation by using such plant species. I examined some types of vegetation established 
at forested and deforested sites that were under severe feeding pressure by deer. The 
results indicate that some species with anti-deer herbivory strategies contribute to the 
conservation of ecosystem and are useful for the revegetation of sites that are under 
severe feeding pressure by deer.  
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１．研究開始当初の背景 
ニホンジカ（以下、シカ）が高密度に生息

する地域の森林では、シカの採食圧による種
多様性の減少と土壌流亡が大きな問題とな
っており、その対策の実施が急務となってい
る。シカの不嗜好性植物を緑化材料として活
用することは、これらの問題を解決するため
の一つの方法として有効であると考えられ

る。しかし、不嗜好性植物が生態系保全に果
たす役割やその緑化への応用について検討
した研究例はほとんどみられない。 
 
２．研究の目的 

不嗜好性植物群落が有する生態系保全機
能（種多様性保全機能および土壌流亡抑制機
能）を明らかにし、不嗜好性植物の緑化材料
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としての有用性を検討すると共に、不嗜好性
植物を用いた緑化手法の開発を行う。 
 
３．研究の方法 
（１）照葉樹林分布地における不嗜好性植物
の調査 
シカが高密度に生息する口永良部島（鹿児

島県）とシカがまったく生息していない中之
島および黒島（鹿児島県）において照葉樹林
の植生調査を行った。 
 
（２）スギ林分布地における不嗜好性植物の
調査 
シカが高密度に生息する兵庫県朝来市に

おいてスギ林の植生調査を行った。 
 
（３）森林伐採跡地における不嗜好性植物の
調査 
シカが高密度に生息する淡路島（兵庫県）

の森林伐採跡地においてナンキンハゼ群落、
コシダ群落、ウラジロ群落の植生調査および
土壌調査を行った。 
 
（４）不嗜好性植物を用いた緑化試験 
シカが高密度に生息する兵庫県篠山市・養

父市・豊岡市において不嗜好性植物を用いた
緑化試験を行った。試験地ごとに緑化区と対
照区を複数設置した。緑化区において不嗜好
性植物の種子・胞子の播種および苗の移植を
行った。篠山市では林縁部にイワヒメワラビ、
ワラビ、アオジソの種子または胞子を播種す
ると共に、スギ林の内部にウリハダカエデと
ミツマタの苗を移植した。養父市では林縁部
と二次林の内部にアオジソ、シソ、エゴマ、
ジキタリスの種子を播種した。豊岡市では林
縁部にイワヒメワラビとジキタリスの種子
または胞子を播種すると共にサクラソウの
苗を移植した。 
 
４．研究成果 
（１）照葉樹林分布地における不嗜好性植物
の緑化材料としての有用性 
口永良部島、中之島、黒島に分布する照葉

樹林の調査を行った結果、口永良部島の照葉
樹林はシカの食害を強く受けており、林床植
生の裸地化が発生していることが明らかに
なった。また、口永良部島の照葉樹林は中ノ
島および黒島の照葉樹林と比べて種組成が
単純で、種多様性も非常に低かった。シカの
採食圧による林床植生の裸地化を抑制する
ことができるような不嗜好性植物はまった
く認められなかった。しかし、口永良部島の
照葉樹林の林縁部ではシマイズセンリョウ
とホウロクイチゴが群生する傾向が認めら
れた。これらの種は林縁部の緑化材料として
有用であると考えられた。 
 

（２）スギ林分布地における不嗜好性植物の
緑化材料としての有用性 
兵庫県朝来市に分布するスギ林の調査を

行った結果、林内照度が比較的高いスギ林で
は多くの種がみられ、イワヒメワラビ、オニ
ヒカゲワラビ、オオバノイノモトソウ、マツ
カゼソウなどが優占する傾向が認められた。
これらの種はスギ林分布地の緑化材料とし
て有用であると考えられた。しかし、林内照
度の低いスギ林ではわずかな植物しか生育
しておらず、植被率と種数は非常に低かった。
これらのことから、シカ高密度生息地域のス
ギ林で不嗜好性植物による緑化を進めるた
めには、林冠木の間伐による林内照度の確保
が必要であることがわかった。 
 
（３）森林伐採跡地における不嗜好性植物の
緑化材料としての有用性 
淡路島の森林伐採跡地に分布するナンキ

ンハゼ、コシダ、ウラジロの優占群落を調査
した結果、外来木本であるナンキンハゼの優
占にはシカの採食圧による在来木本の排除
が大きく関係していること、ナンキンハゼは
シカの強度採食下で高木林を形成する可能
性が高いこと、ナンキンハゼ群落、コシダ群
落、ウラジロ群落はいずれも土壌流亡抑制機
能が高いこと、コシダ群落とウラジロ群落は
ナンキンハゼ群落よりも種多様性保全機能
が低いことなどが明らかになった。これらの
ことから、在来草本であるコシダとウラジロ
は伐採跡地の緑化材料として有用であると
考えられた。 
 
（４）不嗜好性植物を用いた緑化手法の開発 
 兵庫県篠山市・養父市・豊岡市で不嗜好性
植物の種子・胞子の播種および苗の移植を実
施し、そのモニタリングを行った。その 結果、
不嗜好性植物の発芽状況は全体的に悪く、ほ
とんどの種で発芽は認められなかった。イワ
ヒメワラビについては林縁部の緑化区で発
芽がみられたが、個体数はわずかで個体サイ
ズも小さかった。これらのことから、播種に
よる緑化は非常に困難であることがわかっ
た。一方、移植苗の定着状況と成長速度を調
べたところ、サクラソウについてはすべての
移植苗が枯死していた。主な死亡要因は夏季
の乾燥であると考えられた。しかし、乾燥に
対する耐性が比較的高いウリハダカエデと
ミツマタの定着状況は良好で、ほとんどの苗
が生残していた。このことから、土壌条件を
あまり選ばない種であれば、苗の移植による
緑化は比較的容易であると考えられた。ただ
し、ウリハダカエデとミツマタの成長速度は
いずれも低く、土壌流亡を早期に抑制するた
めには多くの苗の移植が必要であることが
わかった。 
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